
城陽市障がい者自立支援協議会 

 第 31回 就労部会報告書  

 2016 年 10 月 

標記について下記のとおり報告します。                    報告者 部会長 竹内 仁  

日  時 2016 年 10 月 12 日（水) 

場  所 城陽市福祉センター 2 階 会議室 

出 席 者：就労促進授産支援ネットワーク（1 名)、あんびしゃ（2 名）、魁（1 名）、はぴねす（1 名）、あっぷ(1 名)、城陽作業所（1 名）、野の花（1

名）、みんななかま（3 名） 、福祉課（1 名）、自立支援協議会事務局（1 名）（参加者数：13 名） 

欠 席 者：ナプラス（2 名）、庭一造園(1 名) 、DIVE（1 名）、宇治支援学校(1 名) 

検討課題 

1．インターンシップ受け入れ企業獲得のための案内パンフレット(修正版)提示、2．インターンシップ受け入れ企業獲得のた

めの案内パンフレット配布について、3．各事業所の就労の取り組み発表、4．その他（他の障がい者自立支援協議会状況、情

勢の共有、連絡事項 等） 

【議事録】 

 

1．インターンシップ受け入れ企業獲得のための案内パンフレット(修正版)提示 

・部会員の方々からの意見を踏まえて部会事務局より２種類（Ａ案・Ｂ案）用意した、今回の会議でパンフレットの内容を決定したい。 

【意見交換】 

＊パンフレットのサイズが小さいと、他のものに紛れて埋もれてしまうので、サイズを大きくした方がいいのではないか。 

＊費用との関係で、紙サイズについては印刷をお願いする城陽市福祉課で判断してもらう方がいい。 

＊パンフレットの折る作業は部会でやってもらえるのか。 

＊折る機械をもっている事業所に依頼したら良いと思う。 

＊Ａ案・Ｂ案の提案に対し、多数決で確認。 

 

2．インターンシップ受け入れ企業獲得のための案内パンフレット配布について 

・企業へパンフレットを配布していきたいので、配布する企業団体を紹介していただきたい。 

・公共機関にも設置していきたいと思う。 

・働きかけは、分担で進めていきたい。分担制のメリットは事業所が幅広い繋がりをつくることができる。 

【意見交換】 

＊今後の印刷回数によっては、市として予算をおくことにするのも良いのかなと思う。個人的には今回限りではなく、1・2 年に 1 回は更 

新をしたら良いのかなと思う。 

＊先ずは城陽市内の企業であたっていき、手応えがあるようなら、圏域にも拡げていきたいと思う。拡げていくのとあわせて部数やデザイ

ンもかえていけたらと思う。 

＊城陽市内の中小企業家同友会関係の企業へ働きかけていって、可能なところを少しずつでも拡げていくことが重要。その積み重ねは約３

年は必要だと思う。 

＊ハローワークも巻き込んでいけたら良いのではないか。雇用ではなくインターンシップの案内にはなるが、打診してみてはどうか。 

＊城陽市のホームページに案内は掲載できるのか？ 

：城陽市障がい者自立支援協議会のＨＰがあるので、そこに掲載はできる。 

・配布先として、先ずは中小企業家同友会、次に商工会議所という段取りで進めていく。またハローワークにも打診していきたいが、声か 

けを誰がしていくのか、役割分担は必要だと思う。今回提案した公共機関での市役所・コミセン以外で、他の設置場所の提案もお願いした 

い。 

3．各事業所の就労の取り組み発表（あっぷより報告） 

・土曜日は余暇を楽しむことを柱にやっておられるので、他事業所で月～金しっかり働いている障がいのある人にとっては、土曜日にあっ

ぷを利用することによって、ゆっくりできる時間が保障されている。 



・引きこもりの方も利用されていることから、家から出ることを目的にしている。従って、作業をしたくないときがあれば無理にはしてい 

ない。社会参加の一歩として日中の取り組みをつくっている。 

・下請け仕事、納期に厳しくない企業から下請け仕事をもらっているので、作業に追われることもない。社会参加を目指している利用者に 

とっては、メリット性のある仕事内容となっている。 

 

4．その他（他の障がい者自立支援協議会状況、情勢の共有、連絡事項 等） 

・城陽市保護課へのインターンシップにむけて 

＊保護課の作業実施場所の状況。木曜日は終日１台机が空いている、月・火・水・金は午後４時から午後 5 時の 1 時間、机 4 台空く。 

＊他の曜日については職員が休みや出張であれば机の利用は可能。 

＊作業内容、ハンコ押し・切手貼り。 

＊職員１名が、作業内容や目的を説明し、作業している間は職員 1 名が見まわりをする。 

＊作業のはじめと終わりの説明は別の会議室でする、作業は保護課内で行う。 

＊作業時間は 1 日のみ。できるところまででよい。（ノルマなし） 

【意見交換】 

＊開始の時期はいつ頃になりそうか？ 

：11月の会計審議、12月の議会、左記の繁忙期は避けたいので、スタートは来年になる予定。 

：市担当者と部会長と連携して開始時期を相談、方向性発信する。 

 

・山城北圏域就労部会と京田辺市就労部会と山城北圏域障害総合相談支援センターういるとが共催して「はあとウォームフォーラム 2016」

を開催する。 

【意見交換】 

＊この講演を通して、企業など採用する立場の考えを知る良い機会にしたいと思っている。 

＊このフォーラムにインターンシップのパンフレットを配布してもらったらどうか。 

：作成と印刷が間に合えば、フォーラムでの配布をお願いしたい。 

 

・次回の就労部会にむけて①インターンシップパンフレットの配布方法、②各事業所の取り組み発表（はぴねす）③その他 

※配布資料添付のこと                              次回開催日：2016 年 12 月 7 日 


